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２
０
２
３
年
、
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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２０２３年  明けましておめでとうございます
「福祉はひとつ」

　　～すべての働く人の幸せと豊かさをめざして、
　　　　連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくります～

卯
２０２３

齋藤副理事長による乾杯
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
・
経
済

活
動
の
制
約
が
長
引
く
中
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
拍
車
が
か
か
る
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
、
諸
外
国
と
の
金
融
政

策
の
差
な
ど
に
よ
る
円
安
が
私
た
ち
の
生
活

を
直
撃
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
た
貧
困
と

格
差
の
拡
大
や
分
断
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の

格
差
に
よ
る
制
度
享
受
の
不
平
等
は
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
か
ら
生
じ
て
い
た
問
題
で
あ
り
、

本
来
も
っ
と
早
く
手
を
つ
け
て
お
く
べ
き
課

題
で
し
た
。
日
本
社
会
の
活
力
を
低
下
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
困
難
を
抱
え
た
人
た
ち
へ

の
支
援
は
、
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
べ
き

で
あ
り
、
現
行
の
公
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
改
善
を
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
必
要
な

人
に
必
要
な
支
援
が
届
く
社
会
へ
の
変
革
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
潟
県
労
福
協
が
県
内
約
１
，

７
０
０
の
労
働
組
合
な
ど
の
団
体
に
要
請
し

ま
し
た
、
（
公
財
）
新
潟
ろ
う
き
ん
福
祉
財

団
の
高
校
奨
学
金
事
業
拡
充
に
係
る
寄
付
の

取
り
組
み
は
、
現
在
も
継
続
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
、
ろ
う
き
ん

福
祉
財
団
と
し
て
４
月
よ
り
毎
年
１
０
０
人

（
各
学
年
１
０
０
人
へ
月
額
１
万
円
の
奨
学

金
支
給
が
10
年
程
度
）
採
用
枠
を
拡
充
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
見
込
み
で
す
。
あ

ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
潟
県
労
福
協
は
、
「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
社
会
」
と
気
概
を
持
ち
、
あ
ら
ゆ
る
も

の
に
柔
軟
に
対
応
し
、
共
助
の
輪
の
拡
大
を

図
り
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
向
け
て
の
労

働
者
自
主
福
祉
活
動
を
力
強
く
す
す
め
ま

す
。県

内
で
働
き
、
暮
ら
す
多
く
の
人
の
支
え

と
な
る
労
福
協
運
動
！
「
連
帯
・
協
同
で
つ

く
る
安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
」
の
実
現
に

向
け
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
取
り
組
み

を
す
す
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。２

０
２
０
年
初
頭
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
経

済
・
社
会
・
国
民
生
活
へ
の
影
響
は
現
在
も

続
い
て
い
ま
す
。
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
平
和
問

題
や
物
価
上
昇
、
気
候
危
機
な
ど
、
先
行
き

不
透
明
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
意
識
を
変
え
、
小
さ
な
こ
と
で
も

行
動
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」
包
摂
的
で
持

続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
今
、
目
ま
ぐ
る
し
く
状
況
が
変

化
す
る
社
会
の
中
で
、
様
々
な
課
題
へ
の
対

応
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
運
動

で
培
っ
て
き
た
経
験
や
、
助
け
合
い
、
支
え

あ
い
の
精
神
を
糧
に
、
時
代
に
即
し
た
運
動

ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
て
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社

会
を
見
据
え
た
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
に
む

け
て
、
労
福
協
、
労
働
団
体
、
福
祉
事
業
団

体
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
深
め
、
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

２
０
２
３
年  

年
頭
挨
拶

新
潟
県
労
福
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理
事
長

牧
野

茂
夫

労
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者
福
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央
協
議
会

会

長

芳
野

友
子

「
連
帯
・
協
同
で
つ
く
る
、

安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
」に
向
け
て



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）(3)第52号 2023年１月15日

穏
や
か
な
新
春
を
迎
え
、
２
０
２
３
年
１

月
５
日
（
木
）
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
新
潟
に
お
い
て
、
県
労
福
協
主
催
の

「
２
０
２
３
年
新
潟
県
労
福
協
新
春
の
集

い
」
が
、
各
界
か
ら
１
７
７
名
の
参
加
で
盛

況
に
開
催
さ
れ
た
。

本
年
の
集
い
は
、
１
部
・
２
部
制
で
開
催

し
、
第
１
部
は
、
県
労
福
協
・
桑
原
監
事
の

進
行
で
新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
曲
目
を
中
心
に

「
ト
ロ
ン
ト
リ
オ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
・
箏
）
、
「
チ

ビ
ユ
ニ
テ
ィ
」
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
て
い
た
だ
い
た
。

第
２
部
は
、
主
催
者
牧
野
理
事
長
の
年
頭

あ
い
さ
つ
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
花
角
新

潟
県
知
事
（
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、

急
遽
欠
席
と
な
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
、
朝
妻

新
潟
市
副
市
長
か
ら
新
年
の
ご
挨
拶
を
頂
い

た
。そ

の
後
、
齋
藤
副
理
事
長
の
乾
杯
で
新
春

の
集
い
が
ス
タ
ー
ト
し
、
行
政
の
関
係
者
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
、
こ
の
間
の
活
動
に
よ
り

労
福
協
運
動
の
ウ
イ
ン
グ
の
拡
が
り
を
感
じ

さ
せ
る
集
い
と
な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
行
い
テ
ー
ブ

ル
内
で
の
交
流
と
な
っ
た
が
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
力
も
借
り
、
参

加
者
の
懇
親
を
深
め
、
最
後
は
、
小
野
塚
副

理
事
長
の
「
締
め
」
に
よ
り
、
成
功
裏
に

「
２
０
２
３
年
新
潟
県
労
福
協
新
春
の
集

い
」
の
幕
を
閉
じ
た
。

２
０
２
３
年
新
潟
県
労
福
協

新
春
の
集
い

チ
ビ
ユ
ニ
テ
ィ

小
野
塚
副
理
事
長

牧
野
理
事
長

朝
妻
新
潟
市
副
市
長

ト
ロ
ン
ト
リ
オ
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①

奨
学
金
関
連
で
は
、
奨
学
金
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
設
立
経
過
や
、
こ
の
間
の
中
央

労
福
協
・
県
労
福
協
の
奨
学
金
に
関
す
る

電
話
相
談
等
の
取
り
組
み
、
11
月
20
日
開

催
予
定
の
給
付
型
奨
学
金
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
経
緯
、
県
労
福
協
が
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
「
高
校
生
奨
学
金
事
業
拡
充
に

係
る
寄
付
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
。

②

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
で
は
、
予
算
措
置

さ
れ
て
い
る
「
新
潟
県
フ
ー
ド
バ
ン
ク
設

備
支
援
事
業
補
助
金
」
の
有
効
活
用
に
向

け
た
対
応
と
県
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休

11
月
８
日
（
火
）
県
労
福
協
は
、
花
角
知

事
を
訪
問
し
労
働
者
福
祉
に
関
す
る
要
請
書

を
提
出
し
た
。

要
請
内
容
は
、
①
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
・
避
難
者
の
支
援
に
つ
い
て
、
②
格
差
・

貧
困
社
会
の
是
正
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
強
化
に
つ
い
て
、
③
奨
学
金
制
度
の
拡

充
・
改
善
と
教
育
費
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
、

④
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
促
進
に
つ
い
て
、

⑤
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
機
関
の
確
保

に
つ
い
て
、
⑥
労
働
者
協
同
組
合
法
の
施
行

の
運
用
に
つ
い
て
の
具
体
的
対
応
に
つ
い
て
、

の
６
項
目
で
あ
っ
た
。

重
点
的
に
、
３
項
目
に
つ
い
て
要
請
し
た
。

暇
を
活
用
し
た
支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い

て
。

③

労
働
者
協
同
組
合
法
関
連
で
は
、
労
協

法
施
行
後
の
各
地
に
お
け
る
具
体
的
な
動

向
、
県
が
主
導
し
て
の
窓
口
の
設
置
や
来

年
度
予
算
措
置
に
対
す
る
要
望
等
に
つ
い

て
。

花
角
知
事
か
ら
は
、
「
労
福
協
に
は
、
労

働
者
福
祉
向
上
や
厳
し
い
生
活
環
境
に
置
か

れ
た
方
へ
の
支
援
に
関
わ
る
取
り
組
み
な
ど

に
尽
力
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。
来
年
度
予

算
編
成
作
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
要
請

内
容
を
し
っ
か
り
と
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
形
で
反
映
で
き
る
か
実
質
的
に

検
討
し
た
い
」
と
の
前
向
き
な
回
答
が
あ
っ

た
。

―
出
席
者
―

新
潟
県
・
花
角
知
事
、
金
井
産
業
労
働
部

長
、
土
田
し
ご
と
定
住
促
進
課
長
、
前
田
大

学
・
私
学
振
興
課
長
、
澁
谷
福
祉
保
健
総
務

課
長
、
渡
辺
食
品
・
流
通
課
長
、
市
野
高
等

学
校
教
育
課
長

労
福
協
・
牧
野
理
事
長
、
齋
藤
副
理
事
長
、

小
野
塚
副
理
事
長
、
川
原
理
事
（
ワ
ー
カ
ー

ズ
コ
ー
プ
本
部
長
）
、
間
専
務
理
事

11
月
20
日
（
日
）
新
潟
県
立
生
涯
学
習
推

進
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
「
給
付

型
奨
学
金
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
60
名
の
参
加

で
開
催
し
た
。

江
花
史
郎
実
行
委
員
長
（
新
潟
県
奨
学
金

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）
か
ら
『
家
庭
の
経
済

的
な
事
情
を
理
由
に
「
学
ぶ
機
会
」
を
失
わ

せ
て
は
い
け
な
い
、
新
潟
県
で
生
ま
れ
育
っ

た
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
力
に
な
る
取
り

組
み
を
進
め
る
』
と
の
挨
拶
を
受
け
、
花
角

新
潟
県
知
事
か
ら
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対

す
る
期
待
を
込
め
た
激
励
の
挨
拶
を
頂
い
た
。

記
念
講
演
は
、
小
林
雅
之
氏
（
桜
美
林
大

学
教
授
）
か
ら
、
「
学
生
へ
の
経
済
的
支
援

の
新
展
開
」
と
題
し
て
、

〇
学
生
へ
の
経
済
的
支
援
（
学
生
支
援
）
と

は
〇
学
生
支
援
の
根
拠
・
教
育
費
の
公
的
負
担

根
拠

〇
日
本
に
お
け
る
学
生
支
援
制
度

・
２
０
１
７
年
度
以
前

・
２
０
１
７
年
度

２
つ
の
新
制
度

・
２
０
２
０
年
度

大
学
修
学
支
援
法

　
　

（
修
学
支
援
新
制
度
）

・
岸
田
政
権
下
の
学
生
支
援
政
策

〇
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
の
問
題

高
卒
者
保
護
調

査
と
全
国
高
校
調
査
か
ら

〇
学
生
支
援
の
課
題

花
角
県
知
事
要
請
行
動

「
２
０
２
３
年
度
（
令
和
５
年
度
）
労
働
者
福
祉
に

関
す
る
要
請
書
」
に
基
づ
く
申
し
入
れ

給
付
型
奨
学
金
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

～
ど
の
子
ど
も
た
ち
に
も
夢
と
希
望
を
～
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に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
が
あ
っ
た
。

新
潟
県
内
の
状
況
報
告
で
は
、
中
村
健
氏

（
新
潟
大
学
准
教
授
）
か
ら
、
「
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
生
活
保
護
制
度

の
課
題
を
中
心
に
、
①
貧
困
と
は
、
②
生
存

権
と
は
、
③
生
活
保
護
の
動
向
、
④
新
潟
県

内
の
状
況
、
⑤
生
活
保
護
と
進
学
、
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
、
「
全
て
の
子
ど
も
が
生
ま
れ

育
つ
家
庭
の
経
済
状
況
に
左
右
さ
れ
ず
に
、

希
望
す
る
進
路
に
進
む
こ
と
が
で
き
て
い
る

の
か
」
と
鋭
い
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

各
団
体
か
ら
の
報
告
で
は
、
①
新
潟
県
教

育
庁
高
等
学
校
教
育
課
副
参
事

阿
部
智
彦

氏
、
②
新
潟
市
経
済
部
雇
用
・
暮
ら
し
推
進

課
主
査

田
中
秀
樹
氏
、
③
（
公
財
）
丸
山

育
英
会
事
務
局
長

富
井
敏
氏
、
④
（
公

財
）
第
四
北
越
奨
学
会
事
務
局

吉
田
詢
子

氏
、
（
一
財
）
未
来
応
援
奨
学
金
に
い
が
た

副
理
事
長

土
田
雅
穂
氏
、
⑥
（
一
社
）
新

潟
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
専
務
理
事

間
英

輔
、
か
ら
、
各
行
政
・
団
体
が
取
り
組
ん
で

い
る
奨
学
金
助
成
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
、
各
団
体
10
分
と
い
う
時
間
設
定
の
中
で

説
明
し
て
頂
い
た
。

最
後
に
小
林
教
授
に
よ
る
ま
と
め
。
①
日

本
の
奨
学
金
制
度
は
、
家
計
支
援
と
成
績
重

視
の
ダ
ブ
ル
マ
イ
ン
ド
で
あ
る
。
他
国
は
ど

ち
ら
か
の
み
で
あ
る
。
②
日
本
は
圧
倒
的
な

親
負
担
だ
が
、
世
界
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

公
的
負
担
な
ど
様
々
な
負
担
が
あ
り
、
官
民

の
役
割
負
担
が
必
要
と
指
摘
。
③
こ
の
取
り

組
み
の
よ
う
に
奨
学
金
団
体
を
つ
な
ぐ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
は
重
要
で
あ
る
。

最
後
の
ま
と
め
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
あ
り

が
た
く
、
う
れ
し
い
言
葉
で
あ
っ
た
。

な
お
、
小
林
教
授
の
講
演
は
、
県
労
福
協

Ｔ
Ｖ
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
に
ア
ッ
プ
し
た

の
で
、
視
聴
願
う
。

連合新潟（日本労働組合総連合会新潟県連合会）

月60時間を超える時間外労働の
割増賃金が引き上げられます

2023年4月1日から

〒950-8558新潟市中央区新光町6-2勤労福祉会館3階 TEL:025-281-7555

※大企業は2010年4月から適用
中小企業の月60時間越えの時間外労働に対する割増賃金率が50％になります

時間を超える時間外労働の

％になります

【
江
花
実
行
委
員
長
挨
拶
】

【
小
林
教
授
講
演
】
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12
月
21
日
（
水
）
県
庁
記
者
ク
ラ
ブ
の
会

見
場
に
て
「
新
潟
県
労
福
協
に
よ
る
新
潟
ろ

う
き
ん
福
祉
財
団
の
高
校
奨
学
金
事
業
に
係

る
寄
付
の
取
り
組
み
状
況
お
よ
び
２
０
２
３

年
度
高
校
生
奨
学
金
（
給
付
型
）
募
集
の
概

要
」
に
つ
い
て
、
県
労
福
協
・
牧
野
茂
夫
理

事
長
、
ろ
う
き
ん
福
祉
財
団
・
齋
藤
敏
明
理

事
長
の
両
者
が
記
者
会
見
を
行
っ
た
。

牧
野
理
事
長
か
ら
、
労
福
協
か
ら
の
要
請

に
対
し
て
、
11
月
末
現
在
で
、
件
数
で
１
，

１
０
２
件
、
金
額
で
３
７
８
，
６
３
７
，

５
１
７
円
の
寄
付
を
頂
い
た
と
の
説
明
が
あ

り
、
ろ
う
き
ん
福
祉
財
団
・
齋
藤
理
事
長
か

ら
は
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
新
１
年
生

１
０
０
人
に
対
し
月
１
万
円
の
奨
学
金
を
支

給
す
る
こ
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

（
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
２
２
年
ま
で
、
30

人
を
対
象
と
し
て
実
施
）

記
者
か
ら
は
、
①
労
福
協
が
関
わ
っ
た
理

由
、
②
寄
付
募
集
の
経
緯
、
③
募
集
枠
や
収

入
額
の
根
拠
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

両
理
事
長
か
ら
丁
寧
に
説
明
が
な
さ
れ
た
。

齋
藤
理
事
長
か
ら
、
「
遠
慮
し
な
い
で
申

し
込
ん
で
ほ
し
い
。
多
く
の
人
に
こ
の
取
り

組
み
が
伝
わ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
た
。

「あなたらしさ」が選べる生協、
コープデリです。

コープデリは、関東・信越１都７県で335万以上の世帯にご登録いただいている、日本最大の生協です。
たくさんの宅配サービスや生協があるなかで支持されている理由はきっと、それぞれの“ぴったり”が見つかるから。

原料へのこだわり、価格帯、家族の人数、etc…　どんなニーズもおまかせください。

今すぐ！ Webでお申し込み こちらからも
アクセスできます

コープデリが大切にしている６つのこと

豊かで楽しい
食卓へ。

安心して
家族へ。

声を
かたちに。

つながり、
育む。

「食べる」を
伝える。

未来に
つなげる。

コープデリなら、つかうほどじぶんらしくなれるあれこれが

選べる、見つかる。

ふだんのくらしに必要な
商品を提供し、

毎日のくらしに貢献します。

提供する全ての食品の
安全性の確保に
取り組みます。

組合員さんの声を
大切にしたコープ商品を
開発・提供します。

生産者と組合員さんを
つなぐ「産直」に
取り組みます。

食育「たべる、たいせつ」を
通じて食による健康なくらしを

提案していきます。

環境にやさしい
事業とくらしを目指します。

コープデリなら、つかうほどじぶんらしくなれるあれこれが

ご加入手続きは

簡単！ コープデリ　加入 検索

高
校
奨
学
金
事
業
拡
充
に
係
る
寄
付
取
り
組
み
状
況
の
記
者
会
見

寄
付
総
額
（
11
月
末
現
在
）

３
７
８
，
６
３
７
，
５
１
７
円
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10
月
23
日
（
日
）、
柏
崎
市
「
新
潟
工
科

大
学
」
に
お
い
て
、
連
帯
・
協
同
で
つ
く
る

安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
の
実
現
に
向
け
て

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
ろ
う
き
ん
福
祉

財
団
と
県
労
福
協
の
連
携
し
た
事
業
と
し
て
、

９
回
目
と
な
る
「
２
０
２
２
に
い
が
た
ワ
ー

ク
＆
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
柏
崎
」
を
開
催

し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
県
下
各
地
か
ら

２
３
５
名
が
参
加
し
た
。
午
前
の
全
体
集
会

で
は
、
記
念
講
演
と
し
て
「
地
域
で
命
を
支

え
る
～
健
康
づ
く
り
・
絆
・
助
け
合
い
を
考

え
る
～
」
と
題
し
た
医
師
で
作
家
の
鎌
田
實

氏
の
話
に
耳
を
傾
け
た
。
東
京
医
科
歯
科
大

学
医
学
部
卒
業
後
、
諏
訪
中
央
病
院
に
赴
任

し
て
30
代
で
医
院
長
と
な
り
、
潰
れ
か
け
た

病
院
を
再
生
さ
せ
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の

先
駆
け
を
作
り
、
長
野
県
を
長
寿
で
医
療
費

の
安
い
地
域
へ
と
結
び
付
け
た
事
例
の
報
告
。

ま
た
、
１
９
９
１
年
よ
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
の
放
射
能
汚
染
地
域
へ
１
０
０

回
を
超
え
る
医
師
団
を
派
遣
し
、
約
14
億
円

の
医
療
品
を
支
援
。
２
０
２
２
年
３
月
現
在
、

い
ち
は
や
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
支
援
を
始
動

し
た
内
容
の
報
告
が
あ
っ
た
。

講
演
の
中
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

具
体
的
な
食
生
活
で
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
ス
ト

レ
ッ
チ
の
重
要
性
、「
パ
タ
カ
ラ
発
声
」（
唇
・

舌
・
ノ
ド
の
奥
・
口
全
体
）
な
ど
、
ユ
ー
モ

ア
を
含
め
た
貴
重
な
講
演
を
頂
い
た
。

午
後
か
ら
は
、
８
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
２

カ
所
の
現
地
訪
問
な
ど
、
創
意
工
夫
し
た
取

り
組
み
が
行
わ
れ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
①
映
画
「
医
師
中
村

哲
の
仕
事
・
働
く
と
い
う
こ
と
」
上
映
と
対

談
（
に
い
が
た
協
同
ネ
ッ
ト
）、
②
ろ
う
・

難
聴
（
聴
覚
障
害
）
を
持
つ
仲
間
に
「
伝
え

る
」
ヒ
ン
ト
を
学
ぼ
う
（
連
合
新
潟
）、
③

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り
～
生

き
が
い
と
社
会
貢
献
す
べ
て
を
叶
え
た
直
売

所
～
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ａ
ｉ
ｓ
ａ
、
シ
ル
バ
ー

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り
）、
④
無
意
識

の
偏
見
、
思
い
込
み
っ
て
？
～
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
を
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー

ム
で
知
ろ
う
～
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
編
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ａ
ｉ
ｓ
ａ
、
Ｒ
あ
ん
ど
Ｈ
）、
⑤
「
労

働
者
福
祉
と
難
病
患
者
団
体
と
の
か
か
わ

り
」
～
全
国
膠
原
病
友
の
会
栃
木
県
支
部
・

玉
木
支
部
長
を
招
い
て
～
（
県
労
福
協
）、

⑥
子
ど
も
も
私
も
幸
せ
に
な
る
た
め
に
～
今

で
き
る
こ
と
～
（
新
潟
県
労
働
金
庫
）、
⑦

５
分
１
０
０
円
の
「
御
用
聞
き
」
か
ら
見
え

た
地
域
の
課
題
～
柏
崎
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
取
り

組
み
～（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ａ
ｉ
ｓ
ａ
、柏
崎
ポ
ー

タ
ー
ズ
）、
⑧
無
意
識
の
偏
見
、
思
い
込
み
っ

て
？
～
バ
イ
ア
ス
を
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム

で
知
ろ
う
～
防
災
編
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ａ
ｉ
ｓ

ａ
、
Ｒ
あ
ん
ど
Ｈ
）。

現
地
訪
問
コ
ー
ス
で
は
、
Ａ
：
高
柳
町
石

黒
コ
ー
ス
、
Ｂ
：
西
山
町
石
地
・
椎
谷
コ
ー

ス
、
が
開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
交
流
会
は
中

止
と
な
っ
た
が
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
も
有
意

義
な
内
容
で
の
開
催
と
な
り
、
参
加
者
の
交

流
も
深
ま
る
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

な
お
、
玉
木
朝
子
氏
の
講
演
内
容
は
、
新

潟
県
労
福
協
Ｔ
Ｖ
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
に

ア
ッ
プ
し
た
の
で
視
聴
願
う
。

２
０
２
２
に
い
が
た
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
柏
崎

～
連
帯
・
協
同
で
つ
く
る
安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
の
実
現
に
向
け
て
～

【
記
念
講
演

鎌
田
實
氏
】

【
セ
ッ
シ
ョ
ン
５

労
働
者
福
祉
と
難
病
患
者

団
体
と
の
か
か
わ
り
―
玉
木
朝
子
氏
】
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が
必
要
で
あ
る
。
連
合
新
潟
の
組
織
人
員
は

減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
全
て
の
職
場
で
仲
間

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
来
年
の
定

期
大
会
を
純
増
で
迎
え
る
た
め
一
枚
岩
で
活

動
を
展
開
し
た
い
。
来
春
の
統
一
地
方
選
挙

は
、
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
推
薦
議
員

10
月
28
日
（
金
）
連
合
新
潟
は
第
32
回
年

次
大
会
を
、
新
潟
市
・
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
に

お
い
て
開
催
し
、
代
議
員
・
役
員
な
ど

１
０
２
名
が
出
席
し
た
。

牧
野
会
長
は
、
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
は
人
へ
の
投
資
、
大
幅
な
賃
上
げ

10
月
25
日
（
火
）
第
３
回
地
区
労
福
協
事

務
局
長
会
議
を
事
務
局
も
含
め
16
名
で
開
催

し
た
。
昨
年
の
10
月
１
日
か
ら
地
区
労
福
協

の
新
た
な
体
制
が
確
立
さ
れ
、
１
年
を
経
過

し
た
中
で
県
下
10
地
区
の
事
務
局
長
に
よ
る

会
議
と
な
っ
た
。

会
議
の
目
的
は
、
今
後
の
地
区
労
福
協
活

動
の
充
実
強
化
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
ス
タ

ン
ス
で
臨
む
の
か
、
地
区
労
福
協
の
実
態
を

踏
ま
え
つ
つ
も
、
県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
の
全
県
的
な
取
り
組
み
や
、
各
地

区
で
の
取
り
組
み
な
ど
報
告
を
中
心
と
し
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

今
後
は
、
県
労
福
協
が
取
り
組
む
各
種
活

11
月
３
日
（
木
）
、
新
型
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
３
年
振
り
に
、
連
合
新
潟
・
労
福
協

主
催
の
第
32
回
新
潟
県
勤
労
者
駅
伝
大
会
が

新
潟
市
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

を
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
し
新
潟
県

ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
コ
ー
ス
（
６
区
間
18
．
４

㎞
）
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
32
チ
ー
ム
（
選
手
・
ス

タ
ッ
フ
総
員
３
１
０
名
）
で
前
回
よ
り
29

チ
ー
ム
減
少
し
た
が
、
県
下
各
地
か
ら
日
頃
、

鍛
え
た
健
脚
を
競
う
熱
い
レ
ー
ス
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

大
会
は
、
牧
野
大
会
実
行
委
員
長
（
連
合

新
潟
会
長
）
の
主
催
者
挨
拶
に
続
き
、
来
賓

と
し
て
、
新
潟
県
産
業
労
働
部
し
ご
と
定
住

促
進
課
土
田
課
長
の
祝
辞
の
後
、
「
コ
ロ
ナ

ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
の
霜
鳥
さ
ん
が
選
手

宣
誓
を
行
っ
た
。

を
増
や
し
て
地
方
か
ら
働
い
て
も
ら
う
」
と

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

年
次
大
会
は
、
中
間
年
で
あ
る
が
、
①

２
０
２
３
年
度
活
動
に
関
す
る
件
、
②

２
０
２
３
年
度
財
政
に
関
す
る
件
な
ど
、
労

働
条
件
の
改
善
な
ど
に
向
け
た
方
針
を
決
定

し
た
。

ま
た
、
代
議
員
か
ら
は
、
自
治
労
厚
生
連

労
組
か
ら
組
織
内
に
お
け
る
組
合
活
動
の
現

状
の
報
告
、
下
越
地
域
協
議
会
か
ら
、
県
北

豪
雨
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
お

礼
の
発
言
が
あ
っ
た
。

役
員
交
代
で
は
、
長
年
連
合
新
潟
執
行
委

員
、
ま
た
、
地
区
労
福
協
事
務
局
長
と
し
て

活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
た
、
小
林
守
氏

（
中
越
地
協
）
、
川
﨑
晃
氏
（
新
潟
地
協
）

が
退
任
し
、
新
た
に
横
沢
勝
之
氏
（
中
越
地

協
）
が
就
任
し
た
。

動
を
地
区
労
福
協
な
り
に
前
年
度
以
上
に
創

意
工
夫
し
活
動
を
進
め
、
地
区
労
福
協
の
活

動
の
活
性
化
こ
そ
が
、
県
労
福
協
の
取
り
組

み
の
活
動
強
化
に
直
結
す
る
こ
と
を
、
会
議

参
加
者
全
員
で
確
認
し
た
。

連
合
新
潟
第
32
回
年
次
大
会

～｢

命
と
く
ら
し
を
守
る
こ
と｣

を
す
べ
て
の

基
軸
に
、
未
来
を
切
り
拓
こ
う
！
～

～
顔
の
見
え
る
地
域
運
動
を
発
展
さ
せ
、

新
た
な
組
織
拡
大
に
繋
げ
よ
う
！
～

第
３
回

地
区
労
福
協
事
務
局
長
会
議

第
32
回
新
潟
県
勤
労
者
駅
伝
大
会

32
チ
ー
ム

総
勢
３
１
０
名
が
参
加



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）(9)第52号 2023年１月15日

11
月
29
日
（
火
）
、
「
地
域
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
in
新
潟
」
が
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

新
潟
ろ
う
き
ん
福
祉
財
団
が
主
催
す
る
本

セ
ミ
ナ
ー
は
、
「
自
立
し
た
地
域
社
会
創
造

助
成
事
業
」
の
成
果
報
告
会
の
一
環
と
し
て

２
０
１
３
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
き
た
。
今
回

は
コ
ロ
ナ
禍
で
突
然
の
欠
席
者
が
若
干
名

あ
っ
た
も
の
の
44
名
を
集
め
た
集
会
と
な
っ

た
。ま

た
今
回
は
従
来
の
成
果
報
告
と
併
せ
参

加
者
が
小
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
「
地
域
円

卓
会
議
」
を
実
施
。
「
助
成
金
が
終
了
し
て

も
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
が

必
要
か
。
そ
の
た
め
に
ろ
う
き
ん
財
団
が
で

き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
出
し
合
っ

た
。
「
自
治
体
助
成
制
度
の
情
報
を
提
供
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
機
能
を
期
待
す
る
」

「
助
成
制
度
が
終
了
し
て
も
自
立
す
る
意
欲

が
維
持
で
き
る
支
援
制
度
を
検
討
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
具
体
的
で
切
実
な
声
が
多
く
出
さ

れ
た
。

取
り
ま
と
め
に
立
っ
た
中
川
専
務
理
事
は

「
事
務
局
だ
け
で
は
考
え
つ
か
な
い
ア
イ
デ

ア
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
会
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
課
題
で
あ
り
成
果
で
あ
っ
た
」
と

締
め
く
く
り
有
意
義
な
空
気
に
包
ま
れ
セ
ミ

ナ
ー
は
終
了
し
た
。

今
大
会
も
前
回
に
続
き
、
全
国
実
業
団
対

抗
駅
伝
大
会
の
出
場
経
験
も
あ
る
＂
走
る
大

工
集
団
＂
重
川
材
木
店
陸
上
部
が
ゲ
ス
ト
参

戦
し
て
い
た
だ
い
た
。

一
本
の
「
タ
ス
キ
」
を
つ
な
ぐ
駅
伝
、
タ

ス
キ
に
は
目
に
見
え
な
い
「
絆
」
や
「
支
え

合
い
」
が
込
め
ら
れ
、
ま
さ
に
働
く
者
の
団

結
と
連
帯
を
確
認
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
初
心
者
ま

で
、
誰
も
が
自
由
に
気
軽
に
参
加
し
や
す
い

大
会
を
め
ざ
し
「
タ
ス
キ
」
を
つ
な
い
で
い

く
。競

技
結
果
は
以
下
の
と
お
り

〈
総
合
順
位
〉

１

位

Ｊ
Ｐ
労
組
チ
ー
ム
Ａ

　
　
　

１
時
間
０
２
分
３
５
秒

２

位

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　

１
時
間
０
７
分
５
５
秒

３

位

コ
ロ
ナ
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ

　
　

　
　

１
時
間
１
０
分
２
７
秒

〈
男
女
混
合
順
位
〉

（
女
性
２
名
以
上
が
実
走
し
た
チ
ー
ム
）

１

位

十
日
町
市
Ａ
チ
ー
ム

１
時
間
１
６
分
０
５
秒

２

位

に
こ
に
こ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ

１
時
間
１
７
分
１
３
秒　
　

３

位

津
南
町
役
場
Ａ

１
時
間
１
９
分
３
０
秒

地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
in
新
潟

助
成
金
終
了
後
も
事
業
継
続
す
る
た
め
に
は



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）(10)第52号 2023年１月15日

11
月
25
日
（
金
）
東
京
都
・
日
本
教
育
会

館
に
お
い
て
、
中
央
労
福
協
第
10
回
加
盟
団

体
代
表
者
会
議
が
１
０
６
団
体
（
会
場
：

25
、
オ
ン
ラ
イ
ン
：
68
、
委
任
状
：
13
）
の

代
議
員
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

吉
野
会
長
か
ら
「
海
外
と
比
較
す
る
と
日

本
の
食
の
安
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。
背
景
に

は
適
正
な
労
働
者
の
賃
金
と
な
っ
て
い
な
い

こ
と
が
一
因
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
労
福

協
の
活
動
の
中
で
の
重
点
項
目
は
、
①
奨
学

金
問
題
で
あ
る
、
中
間
層
に
対
す
る
支
援
が

な
い
、
更
な
る
制
度
改
善
が
必
要
で
あ
り
、

国
内
世
論
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
、
②
労
働
者
福
祉
関
連
で
は
、
10
月
に
労

協
法
が
施
行
さ
れ
た
、
協
同
労
働
の
可
能
性

や
格
差
・
貧
困
対
策
と
し
て
労
働
運
動
と
の

連
携
に
よ
り
、
時
代
に
即
し
た
運
動
が
重
要

で
あ
る
。
今
こ
そ
労
福
協
の
出
番
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
、
共
に
頑
張
ろ
う
」
と
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

報
告
・
議
案
で
は
、
第
１
号
議
案
：

２
０
２
２
年
度
活
動
報
告
、
第
２
号
議
案
：

２
０
２
２
年
度
会
計
決
算
報
告
・
２
０
２
２

年
度
収
支
差
額
処
分
（
案
）、
第
３
号
議
案
：

２
０
２
２
～
２
０
２
３
年
度
活
動
方
針
の
補

強
（
案
）、
第
４
号
議
案
：
２
０
２
３
年
度

会
計
予
算
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
議

案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
県
労
福
協
の
間
専
務
は
、
第
１
号

議
案
の
活
動
報
告
に
関
連
し
て
、「
ろ
う
ふ

く
エ
ー
ル
基
金
」
か
ら
の
、
生
活
困
窮
者
支

援
事
業
の
相
談
員
に
対
す
る
、
資
格
取
得
に

お
け
る
祝
い
金
に
対
し
て
、
職
場
の
活
力
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
で
あ
り
今
後
も
「
継
続

強
化
を
求
め
る
」
と
の
要
望
を
込
め
た
発
言

を
行
っ
た
。

県
労
福
協
は
、「
労
福
協
の
理
念
と

２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
具
現
化
に
向
け

た
取
り
組
み
の
強
化
と
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社

会
の
運
動
を
追
求
す
る
中
央
労
福
協
と
連
携

し
て
、
引
き
続
き
労
働
者
福
祉
運
動
を
着
実

に
前
進
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

新 潟 推 進 本 部

（新潟県総合生活協同組合）

中
央
労
福
協

第
10
回
加
盟
団
体
代
表
者
会
議



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）(11)第52号 2023年１月15日

10
月
５
日
（
水
）
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
労
福

協
第
２
３
６
回
幹
事
会
・
２
０
２
２
年
度
代

表
者
会
議
が
長
野
県
上
田
市
上
田
東
急
Ｒ
Ｅ

Ｉ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
22
名
の
参
加
で
開
催
さ

れ
た
。

幹
事
会
で
は
、
岡
田
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
長

挨
拶
の
後
、
①
２
０
２
３
年
度
活
動
、
②
第

57
回
定
時
総
会
関
連
の
議
案
書
（
案
）
、
に

つ
い
て
協
議
・
確
認
し
た
。

11
月
30
日
（
水
）
茨
城
県
「
水
戸
京
成
ホ

テ
ル
」
に
お
い
て
48
名
が
参
加
し
て
東
部
ブ

ロ
ッ
ク
第
57
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
議
長
に
、
和
田
（
茨
城
県
労
福
協
）

副
会
長
が
就
任
し
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
岡
田
会

長
、
開
催
県
内
山
会
長
の
歓
迎
挨
拶
、
中
央

労
福
協
南
部
事
務
局
長
の
挨
拶
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
２
０
２
２
年
度
の
活
動
報
告
並

び
に
会
計
報
告
・
会
計
監
査
報
告
、

２
０
２
３
年
度
の
活
動
方
針
・
予
算
案
が
提

案
・
承
認
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
厳
し
い
環
境
下
に
お
い
て
、

労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

中
央
労
福
協
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま

え
「
す
べ
て
の
働
く
人
の
幸
せ
と
豊
か
さ
を

め
ざ
し
て
、
連
帯
・
協
同
で
安
心
・
共
生
の

福
祉
社
会
を
つ
く
る
」
労
福
協
理
念
の
実
現

に
向
け
、
各
労
福
協
は
、
労
働
団
体
、
福
祉

事
業
団
体
と
の
連
携
強
化
を
は
か
り
、
支
え

合
い
・
助
け
合
い
を
地
域
に
根
付
か
せ
る
活

動
を
進
め
る
こ
と
を
、
積
極
的
に
展
開
す
る

こ
と
、
ま
た
、
３
年
間
開
催
で
き
な
か
っ
た
、

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
第
14
期
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
の

開
催
に
向
け
て
検
討
を
続
け
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

な
お
、
総
会
終
了
後
に
「
協
同
ネ
ッ
ト
い

ば
ら
き
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、
寺
山
正

史
氏
（
茨
城
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
・
常

務
理
事
、
協
同
組
合
ネ
ッ
ト
い
ば
ら
き
・
幹

事
長
）
か
ら
、
協
同
組
合
原
則
に
よ
る
、
協

同
組
合
間
の
協
同
に
つ
い
て
、
実
践
活
動
を

中
心
に
講
演
さ
れ
た
。

新
潟
県
内
に
お
い
て
も
、
新
潟
県
協
同
組

合
間
提
携
推
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
県
労

福
協
は
賛
助
団
体
と
し
て
加
盟
し
て
い
る
が
、

県
内
の
取
り
組
み
と
比
べ
活
動
実
態
に
雲
泥

の
差
の
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
本
当
の
意

味
で
の
協
同
組
合
間
連
携
の
構
築
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
学
ん
だ
。

そ
の
後
、
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
岡
田

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
、
長
野
県
労
福
協
中
山

理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
役
員
選
考
委
員
長
の

中
山
副
会
長
か
ら
、
２
０
２
３
年
度
役
員
選

考
状
況
の
報
告
を
受
け
た
。

課
題
・
提
起
で
は
、
中
央
労
福
協:

南
部

事
務
局
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
労
福

協
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
①
全
国
福

祉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
起
源
と
変
遷
、
②
コ
ロ

ナ
禍
の
日
本
の
現
状
、
③
２
０
２
２
全
国
福

祉
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
、
提
起
が
あ
っ
た
。

各
県
報
告
に
お
い
て
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、
創
意
工
夫

し
て
労
福
協
活
動
の
推
進
に
向
け
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
実
践
報
告
が
あ
っ
た
。

新
潟
県
労
福
協
か
ら
は
、
①
10
月
23
日
開

催
予
定
の
、
「
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ

ム
in
柏
崎
」
の
取
り
組
み
、
②
11
月
20
日
開

催
予
定
の
「
給
付
型
奨
学
金
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
の
取
り
組
み
、
③
新
潟
ろ
う
き
ん
福
祉

財
団
の
高
校
奨
学
金
事
業
拡
充
に
係
る
寄
付

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

第
２
３
６
回
幹
事
会
・

２
０
２
２
年
度
代
表
者
会
議
報
告

第
57
回
定
期
総
会

～
す
べ
て
の
働
く
人
の
幸
せ
と

豊
か
さ
を
め
ざ
し
て
、
連
帯
・
協
同
で

安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
を
つ
く
り
ま
す
～



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）(12)第52号 2023年１月15日

12
月
12
日
（
月
）
、
在
日
本
大
韓
民
国
民

団
新
潟
県
地
方
本
部
主
催
の
「
韓
日
親
善
交

流
会
」
が
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
国

会
議
員
、
各
級
議
員
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓

な
ど
を
迎
え
、
95
名
が
参
加
さ
れ
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
で
鄭
和
仁
団
長
が
、
「
過

日
の
韓
国
・
梨
泰
院
（
イ
テ
ウ
ォ
ン
）
の
群

衆
事
故
に
対
す
る
お
見
舞
い
と
事
故
原
因
の

究
明
の
必
要
性
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ

カ
ー
の
日
本
と
韓
国
の
活
躍
が
両
国
の
融
和

に
つ
な
が
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
旨
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
権
相
熙
韓
国
総
領
事
か
ら
「
コ

ロ
ナ
前
で
は
両
国
で
１
０
０
０
万
人
の
交
流

が
あ
っ
た
。
民
間
交
流
が
両
国
の
健
全
な
韓

日
関
係
に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

の
挨
拶
を
受
け
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
新
潟
県
日
韓
親
善
協
会

片
桐
会
長
か
ら
「
隣
の
国
と
は
、
仲
良
く
す

る
こ
と
が
基
本
、
戦
争
は
反
対
」
。
ま
た
、

西
村
ち
な
み
衆
議
院
議
員
か
ら
「
国
会
議
員

の
交
流
が
始
ま
り
、
政
府
間
レ
ベ
ル
で
の
課

題
解
決
や
友
好
・
平
和
に
向
け
て
尽
力
し
た

い
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

交
流
会
は
、
新
潟
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
「
貴
愛
（
キ
エ
）
」
さ
ん
の

ラ
イ
ブ
を
堪
能
し
た
後
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
を
講
じ
て
の
開
催
と
な
り
、
参
加
者

全
員
が
、
テ
ー
ブ
ル
単
位
で
の
交
流
を
行
い

有
意
義
な
交
流
会
と
な
っ
た
。

11
月
28
日
（
月
）
新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア

シ
ッ
プ
に
お
い
て
、
第
５
回
韓
日
・
日
韓
交

流
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
約
１
０
０
名
（
会
場
・
オ

ン
ラ
イ
ン
）
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

基
調
講
演
「
国
際
情
勢
と
韓
日
関
係
」
李

鍾
元
氏
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
）
、

「
日
韓
文
化
交
流
と
公
共
外
交
」
春
木
育
美

氏
（
聖
学
院
大
学
教
授
）
が
行
わ
れ
た
。

報
告
は
、
「
韓
国
の
魅
力
と
若
い
視
点
か

ら
考
え
る
交
流
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
、
新

潟
県
立
大
学
の
学
生
か
ら
、
両
国
の
友
好
を

深
め
る
た
め
に
文
化
交
流
の
大
切
さ
が
訴
え

ら
れ
た
。
県
立
大
の
豊
島
夏
美
さ
ん
は
、
若

い
世
代
が
ド
ラ
マ
音
楽
を
き
っ
か
け
に
韓
国

に
好
感
を
持
っ
て
い
る
と
報
告
。
元
徴
用
工

問
題
な
ど
巡
り
両
国
の
政
治
関
係
が
冷
え
込

む
中
、
「
政
治
や
歴
史
問
題
を
取
り
上
げ
る

報
道
だ
け
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
現
地
に
赴
い
て

市
民
と
関
わ
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
草
の
根

交
流
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
県
立
大
の
韓
国

人
留
学
生
の
河
宗
昊
さ
ん
は
、
「
政
治
が
緊

張
関
係
に
あ
っ
て
も
、
互
い
の
文
化
を
き
っ

か
け
に
市
民
の
つ
な
が
り
が
強
ま
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
」
と
話
し
た
。

識
者
６
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
両
国
の
歴
史
認
識
を
め
ぐ
る

課
題
や
関
係
改
善
へ
の
展
望
を
語
り
合
っ
た
。

特
に
、
若
い
世
代
の
人
的
交
流
が
、
日
韓

関
係
の
新
た
な
友
好
の
時
代
に
つ
な
が
る
こ

と
を
認
識
す
る
こ
と
の
で
き
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
あ
っ
た
。

12
月
14
日
（
水
）
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
「
２
０
２
２
年
度
新
潟
県
日
ロ
親
善

協
会
講
演
会
」
が
会
員
36
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
た
。

講
演
会
は
、
篠
田
昭
日
ロ
親
善
協
会
会
長

の
挨
拶
の
後
、
間
事
務
局
長
か
ら
２
０
２
０

年
２
月
18
日
に
開
催
し
た
、
新
春
セ
ミ
ナ
ー

以
来
の
集
会
と
な
っ
た
こ
と
の
経
過
に
つ
い

て
説
明
が
さ
れ
た
。

「
激
変
す
る
世
界
の
中
の
日
ロ
関
係
」
と

題
し
て
、
ツ
ェ
リ
ッ
シ
ェ
フ
・
イ
ワ
ン
氏

（
新
潟
経
営
大
学

経
営
観
光
学
部
学
部

長
）
か
ら
、
な
ぜ
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
対
し
て
軍
事
作
戦
（
戦
争
）
が
勃
発
し
た

の
か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
「
地
政

学
」
「
経
済
」
を
分
析
し
て
話
さ
れ
た
。
と

り
わ
け
日
ロ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
人
の

「
マ
イ
ク
ロ
ワ
ー
ド
」
が
重
要
で
あ
り
、
文

化
を
と
お
し
て
回
復
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
考
え

る
べ
き
と
の
講
演
で
あ
っ
た
。

懇
親
会
は
、
牧
野
茂
夫
副
会
長
の
乾
杯
の

発
声
で
交
流
会
を
始
め
、
西
村
ち
な
み
衆
議

院
議
員
、
打
越
さ
く
良
参
議
院
議
員
か
ら
連

帯
の
挨
拶
が
あ
り
、
久
々
に
楽
し
い
交
流
の

ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

第
５
回
韓
日・日
韓
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

～
韓
日
交
流
の
今
と
明
日
～

国
際
交
流

２
０
２
２
年
度

新
潟
県
日
ロ
親
善
協
会
講
演
会

在
日
本
大
韓
民
国
民
団
新
潟
県

地
方
本
部
「
韓
日
親
善
交
流
会
」
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体
を
は
じ
め
、
多
く
の
仲
間
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
楽
し
い
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

（
長
岡
地
区
労
福
協
・
今
井
事
務
局
長
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

労
働
を
中
心
と
し
た
福
祉
社
会
を

10
月
23
日
（
日
）
「
２
０
２
２
に
い
が

た
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
柏

崎
」
が
柏
崎
市
、
新
潟
工
科
大
学
で
開
催

さ
れ
、
午
前
は
鎌
田
實
氏
の
基
調
講
演
、

午
後
は
10
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
選
択
し
て

の
参
加
と
し
た
。

新
型
ウ
ィ
ル
ス
感
染
対
策
を
講
じ
て
の

開
催
で
参
加
者
の
皆
様
に
、
ご
不
自
由
を

か
け
た
こ
と
と
思
う
。

ま
た
、
開
催
地
元
と
し
て
は
当
日
の
天

候
も
気
に
か
か
っ
た
。
午
後
は
風
雨
に
見

舞
わ
れ
、
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
参
加
者
に
は
、

内
容
に
一
部
変
更
も
あ
っ
た
が
、
柏
崎
の

強
風
の
天
候
を
経
験
で
き
た
と
い
う
こ
と

で
お
許
し
願
い
た
い
。

（
筆
者
は
、
１
月
・
２
月
の
柏
崎
海
岸
暴

風
体
験
を
お
勧
め
す
る
）

新
潟
ろ
う
き
ん
福
祉
財
団
、
連
合
新
潟

等
を
は
じ
め
と
す
る
、
多
く
の
皆
様
の
ご

指
導
と
ご
協
力
の
下
に
、
成
功
裡
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
後
日
、
地
元
新
聞
柏
崎
日
報

（
11
月
14
日
）
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

（
柏
崎
地
区
労
福
協
・
渡
辺
事
務
局
長
）

柏
崎
地
区

上
越
地
区
労
福
協
は
、
10
月
よ
り
、
妙

高
市
斐
太
地
区
に
あ
る
「
あ
い
あ
う
食

堂
」
の
支
援
を
開
始
し
た
。
上
越
市
内
の

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
上
越
」
と
合
わ
せ
、
妙

高
市
で
も
『
こ
ど
も
の
み
か
た
』
と
し
て

お
手
伝
い
を
広
げ
て
い
る
。

「
あ
い
あ
う
食
堂
」
は
、
妙
高
市
南
部

地
区
を
対
象
に
子
供
食
堂
を
開
催
し
た
り
、

寄
付
し
て
頂
い
た
食
品
や
日
用
品
や
古
着

等
を
妙
高
市
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
届

け
る
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
。
作
業
内
容
と
し
て
は
、
毎

月
１
回
、
土
曜
日
の
開
催
時
に
品
物
の
仕

分
け
や
物
品
の
運
搬
が
主
と
な
る
が
、
開

催
日
前
に
準
備
す
る
精
米
を
担
う
事
が
大

変
喜
ば
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
豪
雪
地
帯
の
土
地
柄

か
ら
、
冬
期
間
で
の
作
業
を
考
え
る
と
今

後
に
お
い
て
は
自
前
の
精
米
機
の
導
入
が

必
要
と
考
え
検
討
中
で
、
皆
様
の
お
力
添

え
を
お
願
い
し
た
い
。

（
上
越
地
区
労
福
協
・
岩
渕
事
務
局
長
）

上
越
地
区

長
岡
地
区

高
め
よ
う
労
福
協
運
動
を
！

４
月
か
ら
11
月
ま
で
信
濃
川
河
川
敷
に

広
が
る
遊
休
地
を
活
用
し
た
体
験
型
農
業

を
、
多
く
の
仲
間
と
協
同
で
行
っ
た
。
農

業
を
通
じ
て
交
流
し
、
「
農
」
の
楽
し
さ
、

仲
間
と
の
会
話
を
通
じ
た
交
流
を
め
ざ
し
、

一
生
懸
命
働
く
喜
び
や
、
い
ろ
い
ろ
な
人

た
ち
と
の
出
会
い
を
楽
し
ん
だ
。
来
年
も

ぜ
ひ
「
農
」
運
動
を
継
続
し
た
い
。

２
０
２
１
年
10
月
か
ら
地
区
労
福
協
事

務
局
長
を
受
け
、
新
潟
県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
注
力
を
注
ぐ
毎
日

だ
っ
た
。
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

存
在
を
県
内
に
知
ら
し
め
る
た
め
、
各
地

区
事
務
局
長
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の

役
員
、
機
関
の
皆
様
か
ら
協
力
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
動
以

外
は
？
と
振
り
返
る
と
、
ま
だ
ま
だ
消
化

不
良
状
態
が
続
い
て
い
る
。
「
様
々
な
考

え
や
組
織
の
枠
を
超
え
て
、
す
べ
て
の
働

く
人
、
生
活
す
る
人
の
福
祉
の
充
実
と
生

活
向
上
を
め
ざ
す
」
原
点
を
常
に
思
い
、

長
岡
地
区
で
運
動
す
る
大
切
さ
を
痛
感
し

て
い
る
。

労
福
協
運
動
は
、
シ
ニ
ア
時
代
に
も

う
っ
て
つ
け
の
運
動
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

シ
ニ
ア
は
、
い
か
に
余
裕
を
持
て
る

か
！
そ
の
余
裕
を
社
会
に
ど
う
還
元
で
き

る
の
か
？
そ
の
た
め
に
何
を
す
る
の
か
？

自
分
が
で
き
る
範
囲
で
、
人
生
１
０
０
年

時
代
を
元
気
に
進
む
こ
と
が
一
番
で
あ
る
。

長
岡
地
区
労
福
協
は
、
来
年
２
月
に

「
な
が
お
か
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
計
画
し
、
地
区
労
福
協
構
成
団

地
区
労
福
協
か
ら
の

た
よ
り

新潟県労
福協

Ni
iga
ta Letter

NiigataLetter

2021

地
区
労
福
協
か
ら
の

iga
ta Letter
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新潟ろうきんとお取引がある、あるいはお取引を予定されている方で、
以下のいずれかの加入条件を満たす15歳以上の方となります。
　 新潟県内に居住または勤務する勤労者の方など
　 将来、新潟県内に居住または勤務する予定のある方

● 会報誌「夢咲Club通信」の発行
● 暮らしに役立つイベントなどの開催
● 安心の無料相談ネットワーク（弁護士無料法律相談、健康ダイヤルなど）

ご加入
いただける方

おもな活動と
会員サービス

ご加入は最寄りのろうきん本支店窓口へ。お問い合わせは新潟ろうきん夢咲Clubまで。

1
2

新潟ろうきん夢咲Club

新潟ろうきんの県内26店舗で入会手続きができます。
加入申込書は新潟ろうきんの全店舗に備え付けてあります。※入会金や会費は必要ありません

ご入会

新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Club新潟ろうきん夢咲Clubははははははははははは
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新潟ろうきん夢咲Clubは
〈ろうきん〉に加入していない事業所にお勤めの方が

〈ろうきん〉を利用する際にご加入いただくメンバーズクラブです！

新潟ろうきん夢咲Club 〒951-8113　新潟市中央区寄居町332番地38 新潟県労働金庫本店５階
TEL 025-201-8765　FAX 025-201-8755
https://www.n-yume.jp

公益財団法人　新潟ろうきん福祉財団
URL https://www.zaidan-hukushi.or.jp

　2022年１月以降、（一社）新潟県労働者福祉協議会が取組んでいる高校奨学金給付事業
拡充に向けた運動に賛同し、当財団にご寄付いただいた団体および個人の方に心よりお礼申
し上げます。
　今回のご寄付の状況を踏まえ、2023年度の高校奨学生募集の採用予定を上限100名
（2022年度採用者：30名）に拡大するなど一部条件を変更します！

高校生の学びを後押し！採用人数を大幅に拡大!!高校生の学びを後押し！採用人数を大幅に拡大!!
新潟ろうきん福祉財団　「高校生に対する奨学金給付事業」

募集期間：2023年４月10日（月）から2023年５月10日（水）
採用人数：上限100名
奨学金額：月額１万円（３年間の奨学金給付総額36万円）　
　　　　　※返還義務はありません。
　なお、具体的な2023年度高等学校奨学生（給付型奨学金）
　募集は当財団のHPなどで2023年３月に案内します。



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）(15)第52号 2023年１月15日

新
型
肺
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
、
日
本

に
お
い
て
最
初
に
確
認
さ
れ
た
の
は
２
０
２

０
年
１
月
16
日
で
あ
り
、
あ
れ
か
ら
３
年
、

新
年
を
迎
え
た
今
も
「
第
８
波
」
の
た
だ
中

に
あ
る
。
「
こ
の
国
を
、
守
り
抜
く
」
と
勇

ま
し
く
、
防
衛
予
算
増
額
は
つ
か
み
取
り
の

よ
う
に
決
め
よ
う
と
す
る
一
方
で
、
物
価
高

と
ウ
イ
ル
ス
禍
で
傷
ん
だ
く
ら
し
や
医
療
体

制
な
ど
へ
の
支
え
方
は
本
当
に
十
分
な
も
の

な
の
か
、
間
も
な
く
始
ま
る
通
常
国
会
で
の

議
論
に
も
注
目
し
た
い
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
」

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
社
会
に
向
け
た
議
論
も

起
こ
り
始
め
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
間
の
政
府
の
対
応
や

施
策
を
検
証
し
、
そ
こ
か
ら
何
を
教
訓
と
し

て
活
か
し
て
い
く
か
と
い
う
姿
勢
で
あ
ろ
う
。

今
回
は
、
そ
れ
に
関
わ
る
２
つ
の
論
考
を
紹

介
し
て
い
き
た
い
。

【
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
も
の
と
は
】

ま
ず
、
ウ
イ
ル
ス
禍
が
「
貧
富
や
正
規
・

非
正
規
、
職
業
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
、

世
代
な
ど
の
格
差
や
差
別
、
分
断
、
対
立
と

い
っ
た
社
会
の
ひ
ず
み
を
『
見
え
る
』
化
し

た
」
と
の
視
点
で
、
そ
の
要
因
に
言
及
し
た

論
考
が
、
「
コ
ロ
ナ
禍
が
社
会
に
つ
き
つ
け

た
課
題
」
で
あ
る
。

同
論
文
で
は
、
安
倍
政
権
以
来
の
ウ
イ
ル

ス
禍
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、
①
経
済
や
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
中
国
へ
の
配
慮
な
ど
を
優
先
し

た
「
後
手
後
手
の
対
応
」
、
②
突
然
の
一
斉

休
校
や
「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」
に
象
徴
さ
れ
る

「
場
当
た
り
的
な
対
応
」
、
③
「
も
と
も
と

薄
く
な
っ
て
い
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
、

④
「
弱
い
立
場
の
人
ほ
ど
し
わ
寄
せ
を
受
け

る
仕
組
み
」
と
い
う
点
を
特
徴
と
し
て
挙
げ

て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
ウ
イ
ル

ス
禍
に
よ
っ
て
突
然
起
き
た
問
題
で
は
な
く
、

「
雇
用
の
非
正
規
化
、
格
差
・
貧
困
の
進
展
、

小
さ
過
ぎ
て
脆
弱
な
行
政
な
ど
、
こ
の
間
の

新
自
由
主
義
的
構
造
改
革
に
よ
っ
て
、
私
た

ち
の
社
会
自
体
の
危
機
へ
の
対
応
の
限
界
値

が
非
常
に
低
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
襲
い

か
か
っ
た
」
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

た
し
か
に
、
た
と
え
ば
医
療
サ
ー
ビ
ス
ひ

と
つ
と
っ
て
も
、
あ
る
日
突
然
不
十
分
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
医
師
・
看

護
師
不
足
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
過
酷
な
労
働

環
境
が
常
態
化
し
て
い
る
本
県
に
お
い
て
、

よ
り
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
か
か

り
つ
け
医
」
の
存
在
や
医
師
と
の
良
質
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
高
齢
者
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
と
関
連
性
が
あ
る
点
な
ど
に
も
触

れ
ら
れ
て
お
り
、
地
域
医
療
体
制
と
は
「
平

時
」
か
ら
整
備
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
示
し
て
い
る
。

「
感
染
症
は
不
平
等
の
リ
ト
マ
ス
試
験

紙
」
（
ジ
ョ
ン
・
ゼ
ル
ナ
ー
氏
）
と
い
う
言

葉
も
あ
る
。
災
害
や
感
染
症
な
ど
に
対
し
、

脆
弱
な
体
制
が
な
ぜ
つ
く
ら
れ
て
し
ま
っ
た

の
か
、
ま
さ
に
「
政
治
」
が
問
い
直
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

【
新
た
な
社
会
構
造
を
模
索
す
る
】

も
う
ひ
と
つ
は
、
今
後
の
新
た
な
社
会
構

造
と
し
て
「
地
球
規
模
で
の
生
存
優
先
へ
の

転
換
」
を
展
望
し
、
近
年
の
「
グ
リ
ー
ン
・

リ
カ
バ
リ
ー
」
や
日
本
の
環
境
対
策
の
歴
史

な
ど
を
紹
介
し
た
、「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
と
新
た

な
社
会
構
造
―
世
界
が
求
め
る
生
存
優
先
の

地
球
環
境
づ
く
り
へ
の
挑
戦
を
―
」
で
あ
る
。

新
た
な
社
会
構
造
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の

は
、
け
っ
し
て
ウ
イ
ル
ス
禍
以
前
の
社
会
の

単
純
な
復
活
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
同

論
文
で
は
、
感
染
が
続
く
現
在
も
、
将
来
世

界
的
な
感
染
症
が
起
き
た
と
き
で
も
、
「
共

通
し
て
対
応
可
能
な
社
会
が
切
望
さ
れ
て
い

る
」
と
し
て
、
「
産
業
優
位
」
の
政
治
姿
勢

を
改
め
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、

環
境
保
護
を
支
持
す
る
世
論
に
も
支
え
ら
れ

な
が
ら
欧
州
で
進
め
ら
れ
て
い
る
、
経
済
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
を
対
象
と
し
た
「
グ
リ
ー

ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
」
へ
の
財
政
支
出
と
政
策

の
重
点
化
を
例
に
、
「
日
本
で
も
単
な
る
地

球
温
暖
化
対
策
で
は
な
く
、
新
た
な
社
会
構

築
の
機
会
と
捉
え
る
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

短
い
論
稿
の
た
め
、
社
会
構
造
そ
の
も
の

の
分
析
に
踏
み
込
ん
で
は
い
な
い
が
、
今
後

の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
、
私
た
ち
に
ひ

と
つ
の
問
題
提
起
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
議
論
と
と
も
に
】

現
在
、
「
近
未
来
の
労
働
環
境
」
や
「
働

き
方
改
革
」
を
柱
と
し
た
、
今
年
度
の
研
究

報
告
書
が
作
成
の
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

近
年
は
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
の
社
会
像
と
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
も
注
目
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
、
働
き
方
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
、
持
続
的
で
安
心
な
社
会

を
ど
う
築
い
て
い
け
る
の
か
な
ど
、
よ
り
良

い
議
論
と
な
る
よ
う
、
私
ど
も
も
研
究
・
提

言
を
つ
づ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

貴
重
な
紙
面
を
頂
戴
し
、
今
年
度
も
報
告

書
の
内
容
紹
介
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
引
き
続

き
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
連
載
の

む
す
び
と
し
た
い
。

（
文
責
・
新
潟
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

齋
藤

喜
和
）

「
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の
労
働
」
か
ら
何
を
活
か
す
か

　
　―

 
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
る
た
め
に ―

４

調
査
・
研
究
事
業
報
告
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た
い
❖
「
ブ
ラ
ボ
ー
」
の
語
源
は
、
諸
説
あ

る
が
、
ラ
テ
ン
語
の
「
野
蛮
な
」
と
「
邪
悪

な
」
の
単
語
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
も
の
と
言

わ
れ
て
い
る
。
16
世
紀
ご
ろ
は
、
戦
士
や
傭

兵
を
意
味
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
時
代
の
変

遷
で
、
能
力
や
優
れ
た
技
術
を
指
す
よ
う
に

な
り
、
称
賛
に
ま
で
変
化
し
た
。
悪
か
ら
善

へ
の
転
換
が
素
晴
ら
し
い
❖
国
民
へ
の
説
明

が
全
く
な
い
中
で
、
訳
の
わ
か
ら
な
い
ミ
サ

イ
ル
購
入
な
ど
防
衛
省
の
軍
事
予
算
が
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
２
％
を
超
え
る
勢
い
で
独
り
歩
き
し
て

い
る
。
自
民
党
内
に
お
け
る
茶
番
劇
を
演
出

し
て
、
２
０
２
４
年
度
以
降
税
金
か
ら
予
算

を
捻
出
す
る
と
し
て
い
る
。
笑
え
な
い
こ
と

編
集
後
記

❖
２
０
２
２
年
の
世
相
漢
字
は
、
「
戦
」
で

決
ま
っ
た
。
毎
年
清
水
寺
で
発
表
さ
れ
る

「
今
年
の
漢
字
」
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
「
戦
」
争
の
恐
ろ
し
さ

を
目
の
当
た
り
に
し
た
年
で
あ
っ
た
。
「
戦

争
は
悪
」
で
あ
る
。
一
日
も
早
い
停
戦
を
求

め
る
❖
円
安
や
物
価
高
に
よ
る
生
活
上
で
の

「
戦
」
い
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
熱
「
戦
」
・
挑

「
戦
」
も
注
目
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
「
ブ

ラ
ボ
ー
」
が
年
末
の
日
本
列
島
を
元
気
に
し

て
く
れ
た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
代
表
の

皆
さ
ん
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し

今 後 の 日 程
1月 ５日（木） �2023年新潟県労福協新春の集い

（ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟）
６日（金） �上越地区労福協新春交換会 （上越市）
11日（水）�新潟グラウンズ（死ぬな）意見交換会
12日（木）�県央地区労福協賀詞交換会 （三条市）
13日（金）糸魚川地区労福協新春の集い

（糸魚川市ヒスイ王国館）
自治労新潟県本部「2023年新春団結旗
開き」 （新潟東映ホテル）

14日（土）全港湾新潟支部新年旗開き
（ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟）

16日（月）�女性財団つながりサポート第3回連携会議
（Web）

17日（火）�新潟県PS出雲崎町第2回支援調整会議
第3回プラットフォーム検討会

18日（水）中央労福協第27回Web学習会（講師：全国
こども食堂支援センター・湯浅誠理事長）

21日（土）ソレイユ三条事務局会議 （三条市）
23日（月）�新潟県PS弥彦村第2回支援調整会議・第

3回プラットフォーム検討会
24日（火）中央労福協第3回生活・就労支援連絡会議

（Web）
26日（木）新潟市PS第10回支援調整会議

（勤労福祉会館）
新潟地区労福協新春の集い

（新潟東映ホテル）
30日（月）にいがた協同ネット運営委員会 （Web）

2月 ２日（木） �新潟県PS田上町第2回支援調整会議・第
3回プラットフォーム検討会 （田上町）

６日（月） �県ライフサポートセンター相談員検証会
議 （連合中越地協事務所）

９日（木） �新潟県消費者安全確保地域協議会
（Web）

10日（金）�糸魚川地区労福協ワーク＆ライフセミ
ナー （糸魚川市ヒスイ王国館）
柏崎地区労福協賀詞交歓会

（柏崎市ザ・シャンカラ）
13日（月）女性財団第1回人材育成セミナー

（Web）
新潟県PS刈羽村第2回支援調整会議・第
3回プラットフォーム検討会 （刈羽村）

16日（木）消費生活ネットワーク第6回理事会
（Web）

22日（水）新潟市PS第11回支援調整会議
（勤労福祉会館）

新潟県PS湯沢町第2回支援調整会議・第
3回プラットフォーム検討会 （湯沢町）

23日（木・祝）長岡地区労福協ワーク＆ライフセミナー
（HニューオータニNCホール）

24日（金）新潟地区労福協ワーク＆ライフセミナー
（ANAクラウンプラザホテル新潟）

27日（月）女性財団2月度勉強会 （Web）

3月 13日（月）女性財団第2回人材育成セミナー（Web）
14日（火）東部ブロック第238回幹事会（千葉市）
15日（水）県労福協第141回理事会

（勤労福祉会館）
23日（木）新潟市PS第12回支援調整会議

（勤労福祉会館）

は
、
建
設
国
債
か
ら
自
衛
隊
艦
船
や
防
衛
装

備
品
の
予
算
と
す
る
と
の
来
年
度
予
算
で
の

政
府
方
針
で
あ
る
❖
建
設
国
債
は
、
老
朽
化

し
た
橋
な
ど
の
改
修
に
利
用
す
べ
き
も
の
で
、

紛
れ
も
な
く
国
債
は
借
金
で
あ
る
。
逆
立
ち

し
て
考
え
て
も
、
自
衛
隊
の
装
備
品
が
建
設

国
債
で
対
応
す
る
こ
と
は
断
じ
て
認
め
ら
れ

な
い
。
こ
の
国
は
、
憲
法
９
条
を
な
い
が
し

ろ
に
し
て
、
軍
拡
路
線
を
邁
進
す
る
国
に
い

つ
か
ら
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
❖
２
０
２
３
年

が
明
る
い
未
来
を
構
築
す
る
ス
タ
ー
ト
の
年

と
な
る
よ
う
満
身
の
願
い
を
込
め
て
、
２
０

２
２
年
の
ペ
ン
収
め
と
す
る
。

（
新
光
町
の
カ
ン
ペ
イ
）




